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巻
頭
レ
ポ
ー
ト

主
催
：

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画

「
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
２
０
」

　
グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
ア
デ
ィ
ダ
ス 

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

　「
速
さ
は
、
ひ
と
つ
じ
ゃ
な
い
。」
が
受
賞
！

　
「
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ
リ
」
は
、
㈱
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
が
主
催
す
る
、
広

告
表
現
の
質
的
向
上
と
交
通
広
告
の
更
な

る
価
値
向
上
を
目
的
と
し
た
交
通
広
告
に

お
け
る
最
大
の
広
告
賞
で
、
今
年
で
32
回

目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
審
査
対
象
は
、
㈱

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
が
販
売
・
管

理
を
行
っ
て
い
る
駅
お
よ
び
車
両
の
メ
デ

ィ
ア
に
２
０
１
９
年
４
月
１
日
か
ら
２
０

２
０
年
３
月
31
日
ま
で
の
期
間
に
掲
出
さ

れ
た
交
通
広
告
作
品
で
、
グ
ラ
ン
プ
リ
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
賞
の
ほ
か
、
車
両
デ
ジ
タ
ル

メ
デ
ィ
ア
部
門
、
駅
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア

部
門
、
車
両
メ
デ
ィ
ア
部
門
、
駅
メ
デ
ィ

ア
部
門
、
駅
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
部
門
、
企
画
・

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
部
門
の
６
部
門
の
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
広
告
賞
に
、
当
協
会
は
後
援
と
し

て
参
加
し
て
お
り
、
協
賛
の
「
東
日
本
旅

客
鉄
道
㈱
」「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
メ
デ
ィ
ア
㈱
」

と
共
に
交
通
広
告
の
更
な
る
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
審
査
作
品
総
数
は
１
５
２
７

点
で
、
仲
畑
貴
志
審
査
員
長
を
は
じ
め
と

す
る
８
名
の
審
査
員
に
よ
り
初
の
リ
モ
ー

ト
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
、
グ
ラ
ン
プ
リ
１

点
、
各
部
門
の
最
優
秀
部
門
賞
６
点
と
優

秀
作
品
賞
30
点
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
賞
１
点
の

計
38
点
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
高
賞
で
あ
る
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た

の
は
、
ア
デ
ィ
ダ
ス 

ジ
ャ
パ
ン
㈱
の
「
速

さ
は
、
ひ
と
つ
じ
ゃ
な
い
。」
で
し
た
。
こ

ち
ら
は
Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
、
中
央
通
路
の
壁
面
、

天
井
、
床
面
を
シ
ー
ト
で
覆
う
こ
と
で
空

間
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
広
告
展
開
で
き
る

新
宿
ス
ー
パ
ー
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
活
用
し
、

圧
倒
的
な
世
界
観
の
創
出
を
行
っ
た
点
が

評
価
さ
れ
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
贈
賞
式
・
祝
賀
パ
ー

テ
ィ
ー
は
中
止
と
な
り
、
受
賞
作
品
発
表

は
12
月
11
日（
金
）
に
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ

リ
特
設
サ
イ
ト
に
て
動
画
で
公
開
さ
れ
ま

し
た
。
受
賞
作
品
発
表
動
画
で
は
、
主
催

者
で
あ
る
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画 

代
表
取
締
役
社
長 

原
口
宰
氏
お
よ
び
協
賛

社
代
表
の
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱ 

常
務
取
締

役 

事
業
創
造
本
部
長 

喜
㔟
陽
一
様
の
ご
挨

拶
に
は
じ
ま
り
、
全
受
賞
作
品
の
紹
介
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受

賞
さ
れ
た
ア
デ
ィ
ダ
ス 

ジ
ャ
パ
ン
㈱
副
社

グランプリを受賞したアディダス ジャパン㈱副社長 トーマス・
サイラー様（右）と㈱ジェイアール東日本企画 代表取締役社長 
原口宰氏（左）

「
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
２
０
」
の
受
賞
作
品
が
決
定
。

12
月
11
日（
金
）
に
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ
リ
特
設
サ
イ
ト
で
動
画
に
て

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
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長
の
ト
ー
マ
ス
・
サ
イ
ラ
ー
様
は
「
こ
の

よ
う
な
名
誉
あ
る
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
を

と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

受
賞
に
よ
り
ア
デ
ィ
ダ
ス
が
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ビ
テ
ィ
を
大
切
に
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
証
明
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
の

レ
ガ
シ
ー
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
ま

す
。」と
受
賞
の
喜
び
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
作
品
の
詳
細
は
特
設
サ
イ
ト
内
に
て

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

部門

グランプリ

車両デジタル
メディア部門

駅デジタル
メディア部門

車両
メディア部門

駅
メディア部門

駅サインボード
部門

JR東日本賞

企画・
プロモーション

部門

「交通広告グランプリ 2020」 受賞作品リスト

作品名

速さは、ひとつじゃない。
BOSS ／いつも通り、働く。
キユーピーハーフ「だから、キレイなんだ。」篇

JUN&ROPE' MENS DEBUT

美しく走る　Be a driver.

三菱電機　鉄道 4 コマ劇場「切り替えが早い」空調篇

QUO カード Pay1 億円分が 1 名様に当たる！

クラウチングスタート
ONE FRISK ONE STEP

「読み方」を変えよう。

今のワタシと未来のワタシ

CORUM　Admiral　brandsignage

2019/2020 READY-TO-WHERE COLLECTION

メスキータ
Café de BOSS ／世界でいちばん小さなカフェ？開店。

「ワールドカップバレーボール 2019」ネット広告

「My Way」篇

「さぁ、カムイを感じる大地へ。」

マスターズ 2019

アツいのは東京だけじゃない
TOKYO LIGHT UP

20200101（ニワニワワイワイ）

マッチ ～魔法の着火具・モダンなラベル～展

ワフードメイド「肌に美味しい、スキンケア。」

「日本博　JAPAN CULTURAL EXPO」

わたしは、私。2020　～さ、ひっくり返そう～
SUMMER OF JAPAN

5G ってドラえもん？

Color Shining

GIRLS POWER

ARUHI presents 本当に住みやすい街大賞 2020

リポビタン D「ラグビー W 杯日本大会」中づり広告
がんばること多すぎ電車ジャック

2020 New Year キャンペーン

●●を理由に夢を諦めてはいけない

Aqualbum

その道は一本。

山手線全駅出店プロジェクト

広告主名

アディダス ジャパン株式会社

サントリーコミュニケーションズ株式会社
キユーピー株式会社

株式会社ジュン

マツダ株式会社

三菱電機株式会社

株式会社クオカード

大日本印刷株式会社
クラシエフーズ株式会社

Dow Jones&Company, Inc.

株式会社早稲田アカデミー

株式会社 ジーエムインターナショナル

デルタ航空会社

公益財団法人東日本鉄道文化財団 東京ステーションギャラリー
サントリーコミュニケーションズ株式会社

株式会社フジテレビジョン

大塚製薬株式会社

公益財団法人アイヌ民族文化財団

株式会社 TBS テレビ

柏崎市
パナソニック株式会社

株式会社ワーナーミュージック・ジャパン 

たばこと塩の博物館

株式会社ｐｄｃ

文化庁 ／独立行政法人 日本芸術文化振興会

株式会社そごう・西武
株式会社ラフォーレ原宿

ソフトバンク株式会社

株式会社スターフライヤー

株式会社ミルボン

アルヒ株式会社

大正製薬株式会社
Netflix 株式会社

Twitter Japan 株式会社

株式会社 CAMPFIRE

オリックス不動産株式会社

公益財団法人 全日本柔道連盟

株式会社スシローグローバルホールディングス

賞名

最優秀部門賞

優秀作品賞

最優秀部門賞

優秀作品賞

最優秀部門賞

優秀作品賞

最優秀部門賞

優秀作品賞

最優秀部門賞

優秀作品賞

最優秀部門賞

優秀作品賞

【審査員一覧】 敬称略
●審査員長
　仲畑 貴志
●審査員

　川口 清勝
　十文字 美信
　副田 高行
　田中 里沙
　原野 守弘
　照井 晶博
　表 輝幸

コピーライター／クリエィティブディレクター

アートディレクター
写真家
アートディレクター
事業構想大学院大学学長／株式会社宣伝会議取締役
クリエイティブディレクター
コピーライター
東日本旅客鉄道株式会社 執行役員 事業創造本部 副本部長
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アディダス ジャパン株式会社：速さは、ひとつじゃない。

Grand Prix
グランプリ
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車両デジタルメディア部門

サントリーコミュニケーションズ㈱：BOSS ／いつも通り、働く。最優秀部門賞大日本印刷㈱：クラウチングスタート

マツダ㈱：美しく走る Be a driver.優秀作品賞

㈱クオカード：QUO カード Pay1 億円分が 1 名様に当たる！優秀作品賞

三菱電機㈱：三菱電機　鉄道 4 コマ劇場「切り替えが早い」空調篇優秀作品賞

キユーピー㈱：優秀作品賞

キユーピーハーフ
「だから、キレイなんだ。」篇

㈱ジュン：優秀作品賞

JUN&ROPE' MENS DEBUT
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駅デジタルメディア部門

大日本印刷㈱：クラウチングスタート最優秀部門賞

優秀作品賞

㈱ジーエムインターナショナル：
CORUM Admiral brandsignage

㈱早稲田アカデミー：
優秀作品賞

今のワタシと未来のワタシ

優秀作品賞

クラシエフーズ㈱：
ONE FRISK ONE STEP
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㈱TBS テレビ：マスターズ 2019

大塚製薬㈱：「My Way」篇

駅デジタルメディア部門

デルタ航空会社：2019/2020 READY-TO-WHERE COLLECTION優秀作品賞

Dow Jones&Company, Inc.：
優秀作品賞

「読み方」を変えよう。
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車両メディア部門

公益財団法人東日本鉄道文化財団 東京ステーションギャラリー：メスキータ最優秀部門賞

㈱TBS テレビ：マスターズ 2019優秀作品賞

公益財団法人アイヌ民族文化財団：
優秀作品賞

大塚製薬㈱：「My Way」篇優秀作品賞

㈱フジテレビジョン：「ワールドカップバレーボール 2019」ネット広告優秀作品賞

サントリーコミュニケーションズ㈱：優秀作品賞
Café de BOSS ／
世界でいちばん小さなカフェ？開店。

「さぁ、カムイを感じる大地へ。」
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駅メディア部門

柏崎市：アツいのは東京だけじゃない最優秀部門賞

文化庁 ／独立行政法人 日本芸術文化振興会：優秀作品賞

㈱ｐｄｃ：優秀作品賞

㈱ワーナーミュージック・ジャパン：
優秀作品賞

パナソニック㈱：優秀作品賞
TOKYO LIGHT UP

ワフードメイド「肌に美味しい、スキンケア。」

20200101（ニワニワワイワイ）

「日本博　JAPAN CULTURAL EXPO」

たばこと塩の博物館：
優秀作品賞

マッチ ～魔法の着火具・モダンなラベル～展
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駅サインボード部門

㈱そごう・西武：最優秀部門賞

アルヒ㈱：優秀作品賞

㈱スターフライヤー：Color Shining優秀作品賞

㈱ラフォーレ原宿：SUMMER OF JAPAN優秀作品賞

㈱ミルボン：GIRLS POWER優秀作品賞

ソフトバンク㈱：5G ってドラえもん？優秀作品賞

わたしは、私。2020 ～さ、ひっくり返そう～

ARUHI presents 本当に住みやすい街大賞 2020
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大正製薬㈱：リポビタン D「ラグビー W 杯日本大会」中づり広告最優秀部門賞

Netflix㈱：
優秀作品賞

がんばること多すぎ電車ジャック

企画・プロモーション部門

優秀作品賞
Twitter Japan㈱：2020 New Year キャンペーン



Vol.64

11

企画・プロモーション部門

公益財団法人 全日本柔道連盟：
優秀作品賞

㈱CAMPFIRE：
優秀作品賞

その道は一本。

●●を理由に夢を諦めてはいけない

オリックス不動産㈱：
優秀作品賞

Aqualbum
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な
お
、
今
年
の
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ

リ
特
設
サ
イ
ト
は
閲
覧
性
ア
ッ
プ
の
た

め
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
、T

w
itter

の

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
開
設
な
ど
活
発
な
情

報
発
信
を
試
行
し
て
い
ま
す
。
１
月
22

日（
金
）
に
は
当
サ
イ
ト
に
て
グ
ラ
ン

プ
リ
を
受
賞
し
た
ア
デ
ィ
ダ
ス 

ジ
ャ

パ
ン
㈱ 

副
社
長 

ト
ー
マ
ス
・
サ
イ
ラ
ー

氏
と
制
作
担
当
者 

福
田
新
氏
へ
の
グ

ラ
ン
プ
リ
受
賞
記
念
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

公
開
し
、
今
回
の
受
賞
作
品
が
生
ま
れ

た
背
景
を
伺
っ
て
い
ま
す
。
閲
覧
は

こ
ち
ら
か
ら
（https://aw

ards.jeki.
co.jp/

）。

　

例
年
と
異
な
る
状
況
で
の
開
催
と

な
っ
た
今
年
度
の
「
交
通
広
告
グ
ラ
ン

プ
リ
」
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
審
査

や
受
賞
作
品
発
表
を
動
画
に
て
行
う
な

ど
の
新
た
な
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
は
利
点

も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
受
賞
作
品

の
魅
力
や
交
通
広
告
の
特
徴
を
よ
り
一

層
伝
え
る
た
め
に
は
大
型
サ
イ
ズ
の
駅

ポ
ス
タ
ー
や
特
殊
加
工
が
施
さ
れ
た
車

内
ポ
ス
タ
ー
等
の
実
物
を
見
て
い
た
だ

き
た
い
、
と
強
く
感
じ
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
次
年
度

は
オ
ン
ラ
イ
ン
・
オ
フ
ラ
イ
ン

を
組
み
合
わ
せ
た
開
催
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

受賞作品発表動画の様子

交通広告グランプリ特設サイト

「
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
２
０
」
特
設
サ
イ
ト
に
て

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
記
念
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
公
開
中
！

ＪＲ東日本賞 

㈱スシローグローバルホールディングス：山手線全駅出店プロジェクト

Twitter 開設しました！
ぜひフォローしてください！
@kotsukokokugp
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２
０
２
０
年
度
第
２
回
理
事
会
は
、
２

０
２
０
年
12
月
３
日（
木
）
15
時
00
分
よ
り

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
10
Ｆ
大
会

議
室
で
開
催
予
定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
書
面

評
決
と
な
っ
た
。

理
事
：
39
名

監
事
：
４
名

議
題
：

第
１
号
議
案　

規
則
・
規
程
の
改
定（
案
）

報
告
事
項

①
第
14
回「
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
実
施
報
告

②
「
ｅ
︲
販
促
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
」
稼
働

状
況

③
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
の
進
捗
状
況

④
支
部
の
活
動
状
況

そ
の
他　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

書
面
評
決
の
結
果

第
１
号
議
案

規
則
・
規
程
の
改
定

　

各
規
則
・
規
程
案
を
見
直
し
た
結
果
、

改
定
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
存
在

あ
り
、
以
下
の
規
則
・
規
程
に
つ
い
て
改

定
を
提
案
し
た
い
。

１
．
就
業
規
則

第
10
条
の
表
現
統
一

〇
有
給
休
暇
→
年
次
有
給
休
暇

〇
有
給
休
暇
日
数
の
表
現　

１
労
働
日
→

１
日

・
現
行

（
有
給
休
暇
）

第
10
条　

職
員
が
６
ヶ
月
間
継
続
勤
務
し
、

全
労
働
日
の
８
割
以
上
出
勤
し
た
場
合
、

10
労
働
日
の
有
給
休
暇
を
与
え
る
。

（
中
略
）

３　

職
員
が
１
年
６
ヶ
月
以
上
勤
務
し
た

場
合
、
６
ヶ
月
を
超
え
て
継
続
勤
務
す
る

日
か
ら
起
算
し
た
継
続
勤
務
年
数
１
年（
全

労
働
日
の
８
割
以
上
出
勤
し
た
１
年
に
限

る
。）
ご
と
に
第
１
項
の
日
数
に
１
労
働
日

を
加
算
し
た
有
給
休
暇
を
与
え
る
。
３
年

６
ヶ
月
以
上
勤
務
し
た
場
合
、
６
ヶ
月
を

超
え
て
継
続
勤
務
す
る
日
か
ら
起
算
し
た

継
続
勤
務
年
数
１
年
（
全
労
働
日
の
８
割

以
上
出
勤
し
た
１
年
に
限
る
。）
ご
と
に
第

１
項
の
日
数
に
２
労
働
日
を
加
算
し
た
有

給
休
暇
を
与
え
る
。
た
だ
し
、
20
日
を
限

度
と
す
る
。

４　

有
給
休
暇
を
請
求
す
る
場
合
に
は
、

事
前
に
本
会
に
届
け
出
て
、
そ
の
承
認
を

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
改
定

（
年
次
有
給
休
暇
）

第
１
条　

職
員
が
６
ヶ
月
間
継
続
勤
務
し
、

全
労
働
日
の
８
割
以
上
出
勤
し
た
場
合
、

10
日
の
年
次
有
給
休
暇
を
与
え
る
。

（
中
略
）

３　

職
員
が
１
年
６
ヶ
月
以
上
勤
務
し
た

場
合
、
６
ヶ
月
を
超
え
て
継
続
勤
務
す
る

日
か
ら
起
算
し
た
継
続
勤
務
年
数
１
年（
全

労
働
日
の
８
割
以
上
出
勤
し
た
１
年
に
限

る
。）
ご
と
に
第
１
項
の
日
数
に
１
日
を
加

算
し
た
年
次
有
給
休
暇
を
与
え
る
。
３
年

６
ヶ
月
以
上
勤
務
し
た
場
合
、
６
ヶ
月
を

超
え
て
継
続
勤
務
す
る
日
か
ら
起
算
し
た

継
続
勤
務
年
数
１
年
（
全
労
働
日
の
８
割

以
上
出
勤
し
た
１
年
に
限
る
。）
ご
と
に
第

１
項
の
日
数
に
２
日
を
加
算
し
た
年
次
有

給
休
暇
を
与
え
る
。
た
だ
し
、
20
日
を
限

度
と
す
る
。

４　

年
次
有
給
休
暇
を
請
求
す
る
場
合
に

は
、
事
前
に
本
会
に
届
け
出
て
、
そ
の
承

認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
半
休
制
度
」
の
導
入

○
第
３
章 

勤
務　

第
10
条　

第
６
項
を
次

の
通
り
変
更

〇
第
６
項
を
第
７
項
に
し
て
次
頁
の
通
り

変
更

・
現
行 

６　

有
給
休
暇
は
、
当
該
年
度
の
残
存
日

数
を
翌
年
度
に
限
り
繰
り
越
す
こ
と
が
で

き
る
。

・
改
定

６　

半
日
単
位
の
年
次
有
給
休
暇
は
、
始

業
時
刻
後
４
時
間
以
内
又
は
終
業
時
刻
前

４
時
間
以
内
の
い
ず
れ
か
を
単
位
と
し
て

与
え
る
も
の
と
し
、
２
回
を
も
っ
て
１
日

単
位
の
年
次
有
給
休
暇
と
し
て
取
り
扱
う
。

７　

年
次
有
給
休
暇
の
有
効
期
間
は
付
与

日
か
ら
２
年
間
と
す
る
。

２
．
退
職
手
当
支
給
規
程

条
文
の
明
確
化

〇
第
４
条
第
１
項
・
第
２
項
を
以
下
の
通

り
変
更

・
現
行

第
４
条　

退
職
金
の
額
は
、
職
員
が
退
職

し
、
解
雇
さ
れ
又
は
死
亡
し
た
日
に
お
け

る
そ
の
者
の
年
俸
を
12
等
分
し
た
額
に
勤

続
年
数
を
乗
じ
、
次
の
各
号
の
区
分
に
従

い
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得

た
額
の
合
計
額
と
す
る
。

２　

勤
続
期
間
に
１
年
未
満
の
端
数
が
あ

る
と
き
は
、
前
項
各
号
の
区
分
に
従
い
、

そ
の
端
数
に
つ
い
て
当
該
各
号
に
定
め
る

割
合
に
よ
り
月
割
を
も
っ
て
計
算
す
る
。

・
改
定 

第
４
条　

退
職
金
の
額
は
、
職
員
が
退
職

し
、
解
雇
さ
れ
又
は
死
亡
し
た
日
に
お
け

る
そ
の
者
の
年
俸
を
12
等
分
し
た
額
に
勤

続
月
数
を
乗
じ
、
次
の
各
号
の
区
分
に
従

い
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得

た
額
の
合
計
額
と
す
る
。

２　

勤
続
期
間
に
１
箇
月
未
満
の
端
数
が

２
０
２
０
年
度
第
２
回
理
事
会
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あ
る
と
き
は
、
１
月
と
す
る
。

在
職
中
、
功
績
が
著
し
い
者
に
対
す
る
増

額　

条
文
を
追
加

〇
第
４
条　

第
３
項
を
以
下
の
通
り
変
更

〇
第
４
条　

第
３
項
を
第
４
項
に
し
て
以
下

の
通
り
変
更

・
現
行 

３　

常
勤
役
員
に
対
す
る
慰
労
金
に
つ
い

て
も
、
前
２
項
を
準
用
す
る
。

・
改
定 

３　

在
職
中
、
功
績
が
著
し
い
者
に
対
し

て
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ

の
額
を
増
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

す
る
。

４　

常
勤
役
員
に
対
す
る
慰
労
金
に
つ
い

て
も
、
前
３
項
を
準
用
す
る
。

３
．
事
務
処
理
規
程

支
出
額
一
件
当
た
り
の
金
額
変
更
と
決
裁

者
の
変
更

○
第
３
章　

事
務
処
理 

第
６
条　

第
２
項

を
以
下
の
通
り
変
更

・
現
行 

２　

支
出
を
伴
う
事
務
の
決
裁
に
つ
い
て

は
、
そ
の
内
容
が
事
業
計
画
に
沿
っ
て
い

る
場
合
に
限
り
、
支
出
額
一
件
１
０
０
，

０
０
０
円
未
満
は
事
務
局
長
、
一
件
１
０

０
，
０
０
０
円
以
上
は
会
長
が
行
な
う
も

の
と
す
る
。

・
改
定 

２　

支
出
を
伴
う
事
務
の
決
裁
に
つ
い
て

は
、
そ
の
内
容
が
事
業
計
画
に
沿
っ
て

い
る
場
合
に
限
り
、
支
出
額
一
件
１
０

０
，
０
０
０
円
未
満
は
事
務
局
長
、
一
件

１
，
５
０
０
，
０
０
０
円
未
満
は
専
務
理
事
、

一
件
１
，
５
０
０
，
０
０
０
円
以
上
は
会

長
が
行
な
う
も
の
と
す
る
。

　

こ
の
議
案
に
つ
い
て
理
事
39
名
の
書
面

評
決
が
あ
り
、
提
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

以
上
に
対
し
て
、
監
事
よ
り
異
議
は
な

か
っ
た
。

報
告
事
項
①

美
観
風
致
委
員
会

第
14
回
「
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
実
施
報
告

１
．
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ね
ら
い

　

環
境
に
優
し
い
交
通
機
関
で
あ
る
鉄
道

に
活
動
の
基
盤
を
置
く
公
益
法
人
と
し
て

「
地
球
温
暖
化
防
止
」
と
い
う
公
共
性
、
社

会
性
の
高
い
テ
ー
マ
の
鉄
道
広
告
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、

⑴
鉄
道
広
告
の
持
つ
高
い
視
認
性
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
力
を
活
か
し
て
、
環
境
問
題
に

対
す
る
社
会
的
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
よ
り
豊

か
な
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
。

⑵
全
国
の
鉄
道
会
社
が
行
っ
て
い
る
環
境

保
全
へ
向
け
て
の
積
極
的
な
取
組
み
を
支

援
し
、「
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
少
な
い
社
会
の

実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
た
。

２
．
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
概
要

　

主
要
鉄
道
路
線
の
車
内
中
づ
り
広
告
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
お
よ
び
そ
の
周
辺
駅
の
駅

貼
り
ポ
ス
タ
ー
、
駅
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
メ
デ
ィ
ア
等
の
鉄
道
広
告
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
し
、
空
き
枠
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、

で
き
る
限
り
集
中
掲
出
に
努
め
た
。

　

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ス
タ
ー
ト
時
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
中
心
に
実
施
し

ま
し
た
が
、
猛
暑
に
よ
り
地
球
温
暖
化
防

止
の
気
運
が
高
ま
る
・
各
媒
体
社
の
空
き

枠
対
策
に
貢
献
で
き
る
、
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
第
３
回
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
か
ら
８
月

に
実
施
し
、
今
回
の
第
14
回
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
も
８
月
に
実
施
し
た
。

⑴
実
施
期
間
：
２
０
２
０
年
８
月
１
日（
土
）

～
８
月
31
日（
月
）

⑵
展
開
規
模
：
全
国
主
要
の
鉄
道
駅
お
よ

び
鉄
道
車
両
に
延
べ
枚
数
約
70
万
枚
の
ポ

ス
タ
ー
を
集
中
的
に
一
斉
に
掲
出

①
展
開
エ
リ
ア
：
札
幌
、
仙
台
、
首
都
圏
、

名
古
屋
、
京
阪
神
、
高
松
、
広
島
、
福
岡

の
各
都
市
圏
を
拠
点
と
し
た
全
国
各
地

②
対
象
路
線
：
Ｊ
Ｒ
６
社
、
大
手
民
鉄

16
社
、
地
下
鉄
他
14
社　

計
36
社
局

⑶
ポ
ス
タ
ー
種
類
：

駅
貼
り
ポ
ス
タ
ー（
Ｂ
０
及
び
Ｂ
１
サ
イ
ズ
）

車
内
中
づ
り
ポ
ス
タ
ー
（
Ｂ
３
サ
イ
ズ
）

駅
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
メ
デ
ィ
ア

⑷
協
賛
：
一
般
財
団
法
人
日
本
宝
く
じ
協
会

⑸
後
援
：
環
境
省
、
国
土
交
通
省

３
．
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
コ
ン
セ
プ
ト

　

第
14
回
目
の
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
以
下
の

コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
て
展
開
し
た
。
モ

チ
ー
フ
は
引
き
続
き
「
野
生
動
物
」。
地
球

温
暖
化
の
影
響
を
最
も
受
け
や
す
い
象
徴

と
し
て
「
野
生
動
物
」
が
あ
る
。
私
た
ち

人
間
は
、
生
産
活
動
に
よ
っ
て
大
量
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
、
地
球
環
境
を
破
壊

し
て
い
る
加
害
者
で
あ
り
、
野
生
動
物
は

一
方
的
に
そ
の
環
境
変
化
の
影
響
を
受
け

て
い
る
極
め
て
弱
い
立
場
の
被
害
者
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。
森
林
、
大
地
、
海
な

ど
美
し
い
環
境
に
生
き
る
「
野
生
動
物
」

を
描
い
た
ア
ー
ト
を
モ
チ
ー
フ
に
す
る
こ

と
で
、
鉄
道
を
利
用
す
る
多
く
の
人
々
が

環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
を

今
年
も
１
枚
の
ポ
ス
タ
ー
か
ら
発
信
し
た
。

 

４
．
制
作
協
力

⑴
ビ
ジ
ュ
ア
ル
提
供
：

宮
田
亮
平
氏　

東
京
藝
術
大
学
名
誉
教
授

「
シ
ュ
プ
リ
ン
ゲ
ン
」

大
津
英
敏
氏　

多
摩
美
術
大
学
名
誉
教
授
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「
ホ
ワ
イ
ト
タ
イ
ガ
ー
」

手
塚
雄
二
氏　

東
京
藝
術
大
学
名
誉
教
授

「
兆
（
き
ざ
し
）」

日
比
野
克
彦
氏　

東
京
藝
術
大
学
教
授

「I w
ant to be creature

」

⑵
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
：
蝦
名
龍
郎
氏

⑶
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
：
根
岸
礼
子
氏　

マ

キ
プ
ロ
「
エ
キ
か
ら
エ
コ
。」 

５
．
立
体
的
な
展
開

　

夏
休
み
に
は
、
家
族
連
れ
や
親
子
連
れ

の
鉄
道
利
用
者
が
増
加
す
る
。
そ
こ
で
、

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
家
族
で

地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら

う
た
め
の
材
料
を
提
供
し
た
。

エ
キ
か
ら
エ
コ

⑴
各
鉄
道
会
社
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ

ン
ク
を
貼
る
こ
と
で
、
鉄
道
会
社
が
現
在

取
組
ん
で
い
る
様
々
な
環
境
保
全
活
動
を

紹
介
。
鉄
道
会
社
局
の
ロ
ゴ
と
車
両
写
真

を
載
せ
、
親
し
み
や
す
く
、
リ
ン
ク
し
や

す
い
よ
う
工
夫
し
た
。

⑵
昨
年
度
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
掲
出
事
例

を
エ
リ
ア
毎
に
紹
介
。

⑶
協
賛
、
後
援
省
庁
・
団
体
の
環
境
保
全

活
動
へ
の
取
組
み
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
な

ど
を
開
設
す
る
こ
と
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
の
連
動
を
図
っ
た
展
開
を
実
施
。

エ
キ
か
ら
ア
ー
ト

⑷
各
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や

作
品
に
寄
せ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
地
球
環
境

に
つ
い
て
の
考
え
な
ど
を
紹
介
し
、
ま
た
、

ポ
ス
タ
ー
に
印
刷
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
も
、
同
様
の
情
報
を
入
手
で
き
る
よ
う

に
し
た
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
デ
ザ
イ
ン
は
、

よ
り
興
味
を
も
っ
て
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、ト
ン
ネ
ル
と
電
車
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
る
。

⑸
美
観
風
致
の
事
例
と
し
て
、
駅
で
目
に

す
る
こ
と
の
で
き
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
、

交
通
に
関
す
る
博
物
館
や
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
も
紹
介
。

⑹
過
去
の
作
品
を
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
。

　

今
回
は
紙
ポ
ス
タ
ー
掲
出
延
べ
枚
数
が

昨
年
よ
り
約
10
万
枚
も
上
回
っ
た
。
こ
れ

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
、

掲
出
物
減
少
も
１
つ
の
影
響
と
考
え
ら
れ

る
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
関
係
者
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝
い
た
し

ま
す
。
２
０
２
１
年
も
第
15
回
目
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
同
規
模
に
実
施
予
定
で
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

報
告
事
項
②

調
査
研
究
委
員
会

　
「
ｅ
︲
販
促
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
」
稼
働
状

況
等
に
つ
い
て
、
２
０
２
０
年
５
月
第
１

回
理
事
会
以
降
の
入
会
・
退
会
無
く
、
有

料
会
員
数
73
社
。

１
．
ア
ク
セ
ス
状
況

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事

態
宣
言
が
４
月
７
日
に
あ
っ
た
た
め
、
５

月
は
大
幅
に
下
が
っ
た
が
、
そ
の
後
は
例

年
並
み
に
推
移
。

２
．
操
作
説
明
会

　

交
通
広
告
に
従
事
２
～
３
年
目
の
方
を

対
象
に
し
た
操
作
説
明
会
を
、
例
年
６
月

に
東
京
と
大
阪
で
開
催
し
て
い
る
が
、
本

年
度
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防
止
に
配
慮

し
対
面
で
の
説
明
会
に
代
わ
り
、
12
月
に

収
録
し
た
動
画
を
ｅ
︲
販
促
デ
ー
タ
シ
ス

テ
ム
の
サ
イ
ト
で
12
月
16
日
か
ら
公
開
し

て
い
る
。

３
．
シ
ス
テ
ム
の
改
修

　

例
年
、
６
月
の
操
作
説
明
会
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
り
、
改
修
項
目
を
編
集
委
員

会
で
検
討
し
来
年
度
の
改
修
内
容
を
決
定

す
る
が
、
対
面
で
の
説
明
会
の
中
止
に
よ

５月

６月

７月

８月

９月

10 月

11 月

会員

  854

2,686

1,651

  917

1,129

1,581

1,144

一般

3

0

0

6

0

4

2

合計

  857

2,686

1,651

  923

1,129

1,585

1,146

宮田亮平「シュプリンゲン」 日比野克彦「I want to be creature」 手塚雄二「兆（きざし）」 大津英敏「ホワイトタイガー」
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り
現
時
点
で
会
員
か
ら
の
要
望
を
収
集
で

き
て
い
な
い
。
編
集
委
員
会
で
検
討
し
、

可
能
な
改
修
に
つ
い
て
対
応
す
る
か
ど
う

か
検
討
す
る
。

報
告
事
項
③　

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
委
員
会

　

２
０
２
０
年
５
月
第
１
回
理
事
会
以
降

の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
の
進
捗
状

況
を
報
告
。

１
．
交
通
広
告
共
通
指
標
推
定
シ
ス
テ
ム

　

会
員
社
が
前
回
よ
り
変
化
は
な
く
、
現

時
点
の
会
員
社
数
は
以
下
の
通
り
。

・
関
東
交
通
広
告
協
議
会
（
11
社
会
）
会

員
社　

18
社

・
日
本
広
告
業
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
Ａ
）
会
員

社　

５
社

・
日
本
鉄
道
広
告
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
）

会
員
社　

25
社

合
計　

48
社

　
　
　

  
 

 

２
．
５
月
以
降
の
推
定
シ
ス
テ
ム
へ
の
ア

ク
セ
ス
状
況
は
以
下
の
通
り
。

３
．
車
両
メ
デ
ィ
ア
調
査

　

以
下
の
内
容
で
調
査
実
施
の
予
定
で
進

行
し
て
い
た
が
、
３
月
に
２
社
の
調
査
を

実
施
後
、
４
月
以
降
は
コ
ロ
ナ
禍
で
調
査

素
材
が
集
ま
ら
な
い
こ
と
と
外
出
自
粛
に

よ
り
乗
降
客
が
大
幅
に
下
が
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
今
年
度
の
車
両
メ
デ
ィ
ア
調
査
に

つ
い
て
は
、
中
止
と
す
る
。

・
調
査
期
間
：
２
０
２
０
年
３
月
～
６
月

　

11
社
局
４
グ
ル
ー
プ
、
３
日
間

・
調
査
対
象
：
１
都
３
県
に
居
住
す
る
15

歳
か
ら
59
歳
で
対
象
路
線
を
利
用
し
た
者

・
サ
ン
プ
ル
数
：
９
９
０
０
（
各
線
３
０

０
サ
ン
プ
ル
×
３
日
間
）

 
 

４
．
駅
メ
デ
ィ
ア
調
査

　

車
両
メ
デ
ィ
ア
同
様
に
以
下
の
内
容
で

調
査
実
施
の
予
定
だ
っ
た
が
、中
止
と
す
る
。

・
調
査
対
象
ユ
ニ
ッ
ト
：
駅
ポ
ス
タ
ー
、

駅
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
、
サ
イ
ン
ボ
ー

ド
、
フ
ラ
ッ
グ
、
柱
巻
き

・
調
査
期
間
：
２
０
２
０
年
８
～
10
月　

11
社
局
ご
と
、
特
定
の
１
日

・
調
査
対
象
：
１
都
３
県
に
居
住
す
る
15

歳
か
ら
59
歳
で
対
象
駅
ス
ポ
ッ
ト
を
通
過

し
た
者

・
サ
ン
プ
ル
数
：
各
社
局
１
駅
ス
ポ
ッ
ト
、

１
０
０
サ
ン
プ
ル
以
上

・
調
査
対
象
素
材
条
件
：
業
務
用
広
告
以

外
で
、
調
査
対
象
当
日
ま
で
の
掲
出
期
間

が
３
週
間
以
内
の
素
材
に
限
る

５
．
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

　

２
０
２
１
年
３
月
下
旬
に
予
定
し
て
い

た
が
、
調
査
中
止
と
し
た
こ
と
に
よ
り
発

表
し
な
い
。

報
告
事
項
④

支
部
の
活
動
状
況

　

２
０
２
０
年
度
の
主
な
活
動
状
況
は
以

下
の
と
お
り
。

１
．
北
海
道
支
部

・
７
月
３
日（
金
）　

理
事
会
開
催
（
書
面

評
決
）

・
７
月
13
日（
月
）
支
部
総
会
開
催
（
書
面

評
決
）

・
８
月　

第
14
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
以
下
各
支
部
共
通
）

２
．
東
北
支
部

・
12
月
15
日（
火
） 

支
部
総
会
・
情
報
交
換

会
（
予
定
）

 

会
場
： 

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台

３
．
首
都
圏
支
部

・
７
月
６
日（
月
）　

支
部
総
会
・
幹
事
会

（
書
面
評
決
）

・
11
月
26
日（
木
）　

第
１
回
セ
ミ
ナ
ー　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

演
題
：「
ハ
ン
コ
を
押
す
た
め
に
出
社
し
た
」 

広
告
の
狙
い
と
反
響

講
師
：
㈱
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ 
Ｈ
Ｒ　

執
行
役
員

／
Ｖ
Ｐ 

ｏ
ｆ 

Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｅ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ　

岡
本 

剛
典
氏

参
加
者
：
51
名
（
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
）

・
12
月
７
日（
月
）　

実
務
研
修
（
予
定
）

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

内
容
／
講
師
：

ビ
ジ
ネ
ス
概
論
／
㈱
メ
ト
ロ
ア
ド
エ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー　

金
沢 

一
幸
氏

展
開
事
例
研
修
／
㈱
オ
リ
コ
ム　

吉
田 

勝

広
氏

掲
出
基
準
研
修
／
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日

本
企
画　

寺
田 

剛
氏

安
全
研
修
／
Ｊ
Ｒ
東
日
本
メ
デ
ィ
ア
㈱　

吉
野 

浩
之
氏

４
．
中
部
支
部

・
７
月
27
日（
月
）
支
部
総
会
（
書
面
評
決
）

会
場
：
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー　

名
古
屋
本
社
会
議
室

立
会
出
席
者
：
幹
事
４
名
会
計
責
任
者
２

名５
．
近
畿･

中
国･

北
陸
支
部

・
７
月
14
日（
火
）
支
部
総
会
・
幹
事
会
・

懇
親
会
を
開
催

会
場
：
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪

支
部
総
会

出
席
者
：
42
社
50
名

・
９
月
17
日（
木
）
交
通
広
告
実
務
研
修
会

会
場
：
㈱
Ｊ
Ｒ
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ

５月

６月

７月

８月

９月

10 月

11 月

65

49

50

38

22

37

26

アクセス数
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研
修
内
容
：

「
交
通
広
告
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）
と
今
後
の
可
能
性
に

つ
い
て
」

講
師
：
株
式
会
社
博
報
堂
Ｄ
Ｙ
ア
ウ
ト
ド

ア　

デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
部　

部
長

　

三
浦 

暁
氏

「
交
通
広
告
の
現
状
と
最
新
ト
レ
ン
ド
に
つ

い
て
」
～
事
例
紹
介
を
ま
じ
え
～

講
師
：
㈱
Ｊ
Ｒ
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ　

企
画
総
務
部　

メ
デ
ィ
ア
企
画
推

進
セ
ン
タ
ー
長　

土
屋 

樹
一
氏

参
加
者
：
28
社
67
名

６
．
四
国
支
部

・
７
月
29
日（
水
） 

２
０
２
０
年
度
定
期
総
会

会
場
：
Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
高
松

参
加
者
：
11
社
14
名
参
加

懇
親
会
：
11
社
20
名
参
加

・
９
月
２
日
（
水
）　

第
２
回
役
員
会　

会
場
：
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
企
画　

会

議
室

参
加
者
：
７
社
９
名
（
事
務
局
長
含
）

・
11
月
20
日（
金
）
～
21
日（
土
）

視
察
研
修
会

「
Ｊ
Ｒ
四
国
松
山
駅
、
伊
予
鉄
松
山
市
駅
等

の
広
告
媒
体
現
地
視
察
及
び
観
光
列
車（
伊

予
灘
も
の
が
た
り
）
体
験
乗
車
」

参
加
者
：
８
社
11
名

７
．
九
州
支
部

・
８
月
21
日（
金
）　

支
部
総
会
（
書
面
開

催
）

・
２
０
２
１
年
３
月
予
定　

支
部
運
営
会

議
の
開
催

・
西
鉄
交
通
広
告
会
、
福
岡
市
地
下
鉄
交

通
広
告
会
、
九
州
鉄
道
広
告
会
と
の
連
携

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

〈
年
賀
会
〉

　

広
告
関
連
29
団
体
共
す
る
令
和
３
年「
広

告
界
合
同
年
賀
会
」
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〈
理
事
会
・
総
会
〉

○
３
月
10
日（
水
）
15
時
00
分
～

２
０
２
０
年
度
「
第
３
回
理
事
会
」　

会
場
：
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画　

10
階
大
会
議
室

・
２
０
２
１
年
度
事
業
計
画（
案
）

・
２
０
２
０
年
度
収
支
決
算（
見
込
）
及
び

２
０
２
１
年
度
予
算（
案
）

○
５
月
下
旬

２
０
２
１
年
度
「
第
１
回
理
事
会
」

会
場
：
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画　

10
階
大
会
議
室

○
６
月
28
日（
月
）

２
０
２
１
年
度
定
期
総
会 

14
時
00
分
～

セ
ミ
ナ
ー　

16
時
00
分
～

懇
親
会　

17
時
30
分
～

会
場
：
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン （
池
袋
）

〈
委
員
会
〉

●
総
務
・
財
務
委
員
会

第
４
回
委
員
会

３
月
上
旬

会
場
：
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
会
議
室

以
上

● 

支 

部 

便 

り 

●

東
北
支
部

支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

東
北
支
部
（
百
々
潤
司
支
部
長
）
は
、

12
月
15
日（
火
）
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
に

お
い
て
、
令
和
２
年
度
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
東
北

支
部
総
会
を
開
催
し
、
会
員
15
社
中
12
社

よ
り
23
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

日
時
：

２
０
２
０
年
12
月
15
日（
火
）
11
時
30
分

会
場
：
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台　

３
階 

曙
西

総
会
次
第

⑴
開
会

⑵
百
々
東
北
支
部
長
挨
拶

⑶
議
題

１
．
令
和
元
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

－

支
部
総
会
の
開
催

－

支
部
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

－

地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

２
．
令
和
２
年
度
活
動
費（
報
告
）に
つ
い
て

３
．
日
本
鉄
道
広
告
協
会（
本
部
）
の
事
業

に
つ
い
て（
参
考
）

　

百
々
東
北
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、
議
題

の
審
議
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

情
報
交
換
会
の
開
催

　

令
和
２
年
度
東
北
支
部
総
会
の
終
了
後
、

同
会
場
に
お
い
て
、
情
報
交
換
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

情
報
交
換
会
に
は
、
会
員
15
社
中
12
社

23
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
ソ
ー
シ
ヤ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
し
、
近
況
に
つ

い
て
情
報
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

百々支部長挨拶
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し
た
』 

広
告
の
狙
い
と
反
響
」

講
師
：
岡
本 

剛
典
氏

株
式
会
社
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ 

Ｈ
Ｒ　

執
行
役
員

／
Ｖ
Ｐ 

ｏ
ｆ 

Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｅ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ

・
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ 

Ｈ
Ｒ
の
２
０
２
０
年
マ
ス

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

・
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
策
定
と
効
果
測
定

・
Ｏ
Ｏ
Ｈ
広
告
に
つ
い
て

・
質
疑
応
答

交
通
広
告
実
務
研
修
を

開
催
し
ま
し
た

　

同
じ
く
首
都
圏
支
部
で
は
12
月
７
日

（
月
）、
交
通
広
告
に
関
す
る
実
務
の
基
礎
、

各
種
知
識
に
つ
い
て
学
べ
る
「
交
通
広
告

実
務
研
修
」
を
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
に

て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

ビジネス概論 金沢一幸氏展開事例研修 吉田勝広氏

安全研修 吉野浩之氏

セミナー講師 岡本剛典氏

掲出基準研修 寺田剛氏

⑷
そ
の
他

⑸
閉
会

首
都
圏
支
部

支
部
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た

　

11
月
26
日（
木
）、
首
都
圏
支
部（
原
口
宰

支
部
長
）
で
は
支
部
セ
ミ
ナ
ー
を
オ
ン
ラ

イ
ン（
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
）に
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
51
名
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
視
聴
し
、

終
了
後
に
は
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

開
催
日
：
２
０
２
０
年
11
月
26
日（
木
） 

15
時
00
分
～
16
時
00
分

テ
ー
マ
：「『
ハ
ン
コ
を
押
す
た
め
に
出
社 情報交換会の会員の皆さま
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●
開
催
日
：
２
０
２
０
年
12
月
７
日（
月
）

10
時
00
分
～
15
時
30
分

●
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
講
師
（
敬
称
略
）

・
10
時
00
分　

ビ
ジ
ネ
ス
概
論

交
通
広
告
の
概
論
と
実
務
に
つ
い
て
の
講
義

講
師
：
金
沢
一
幸　

株
式
会
社
メ
ト
ロ
ア

ド
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

・
11
時
10
分　

展
開
事
例
研
修

展
開
事
例
か
ら
学
ぶ
交
通
広
告

講
師
：
吉
田
勝
広　

株
式
会
社
オ
リ
コ
ム

・
13
時
30
分　

掲
出
基
準
研
修

交
通
広
告
の
倫
理
綱
領
や
掲
出
基
準
に
関

す
る
講
義

講
師
：
寺
田
剛　

交
通
媒
体
本
部
審
査
部

・
14
時
30
分　

安
全
研
修

掲
出
撤
去
作
業
時
の
安
全
対
策
に
関
す
る

講
義

講
師
：
吉
野
浩
之　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
メ
デ
ィ

ア
株
式
会
社

　

今
回
の
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
の
映
像
（
展
開
事

例
研
修
以
外
）
は
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
会
員
専
用
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
は
ぜ
ひ
ア

ク
セ
ス
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.j-jafra.jp/secure/

m
em

ber/e_data/

四
国
支
部

広
告
媒
体
視
察
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た

　

四
国
支
部
（
山
西
弘
泰
支
部
長
）
で
は

２
０
２
０
年
11
月
20
日（
金
）
～
21
日（
土
）

の
２
日
間
、
Ｊ
Ｒ
松
山
駅
及
び
伊
予
鉄
松

山
市
駅
構
内
に
お
い
て
、
広
告
媒
体
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

１
．
日
時
：
２
０
２
０
年
11
月
20
日（
金
）

～
21
日（
土
）

２
．
場
所
：
松
山

３
．
目
的
：
松
山
駅
（
Ｊ
Ｒ
四
国
）、
松
山

市
駅
（
伊
予
鉄
）
等
の
広
告
媒
体
視
察

４
．
出
席
者
：
支
部
会
員
８
社
11
名

５
．
概
要
：
Ｊ
Ｒ
松
山
駅
及
び
伊
予
鉄
松

山
市
駅
構
内
に
お
い
て
、
感
染
症
に
十
分

配
慮
の
上
、
広
告
媒
体
の
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
有
効
活
用
を

実
地
で
体
感
で
き
る
大
変
有
意
義
な
視
察

会
と
な
り
ま
し
た
。

伊予鉄松山市駅

JR 松山駅

伊予鉄松山市駅

JR 松山駅
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Go To トラベルが止まっています
ので、旅行気分だけでも味わうべく、
全国駅弁フェアに行ってみました。
自粛生活が続いているので、我慢し
ているご褒美と言い訳をしつつ、や
たら自分を甘やかしているような気
がします。おうちでたべる駅弁も大
変美味しかったです。
皆さまがお勧めする穴場スポット教
えてください。

●メールと写真、ご意見、ご感想は
　こちらへどうぞ。
　 information@j-jafra.jp

　

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
会
員
の
皆
さ
ま
の
み
ア
ク

セ
ス
が
可
能
な
会
員
特
設
ペ
ー
ジ
を
12
月

１
日
付
で
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
研
修
、

セ
ミ
ナ
ー
の
動
画
な
ど
も
掲
載
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
時
間
や
場
所
の

都
合
で
参
加
で
き
な
か
っ
た
皆
様
に
も
活

用
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

https://w
w

w
.j-jafra.jp/secure/

m
em

ber/e_data/

委
員
会
便
り

編集後記

　●次号Vol.65は4月1日発行予定です。
　　お楽しみに。

「
２
０
２
０
交
通
広
告
ビ
ジ
ネ
ス
概
論
」

を
発
行
し
ま
し
た

会
員
専
用
ペ
ー
ジ
開
設
の
お
知
ら
せ

人
材
育
成
委
員
会

Ｐ
Ｒ
委
員
会

　

人
材
育
成
委
員
会
（
肥
後
謙
一
委
員
長
）

で
は
、
交
通
広
告
に
携
わ
る
人
材
育
成
を

目
的
に
、
セ
ミ
ナ
ー
（
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
）
や

研
修
会
な
ど
を
開
催
し
活
動
し
て
い
ま

す
。「
２
０
２
０
交
通
広
告
ビ
ジ
ネ
ス
概
論
」

は
、
交
通
広
告
に
携
わ
る
方
々
が
業
務
上

必
要
な
情
報
の
み
な
ら
ず
、歴
史
な
ど
様
々

な
側
面
か
ら
広
く
知
識
を
得
ら
れ
る
よ
う
、

内
容
を
更
新
し
３
年
ぶ
り
に
発
行
し
た
も

の
で
す
。
交
通
広
告
の
変
遷
と
年
表
、
業

務
フ
ロ
ー
、
交
通
広
告
関
連
用
語
集
な
ど
、

今
回
も
新
し
い
事
例
を
豊
富
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
研
修
な
ど
で
テ
キ
ス
ト
と
し
て

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

２
０
２
１
年
１
月
25
日
発
行

Ａ
４
サ
イ
ズ　

１
０
０
ペ
ー
ジ　

４
色

新
年
の
ご
挨
拶

公
益
社
団
法
人
日
本
鉄
道
広
告
協
会

会
長
　
新
井
　
良
亮

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
だ
け
で
な
く
、
自

然
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
改
め
て
地
球
環

境
の
大
切
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
一
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
は
人
類

の
生
命
を
脅
か
す
ば
か
り
で
な
く
、
社

会
・
経
済
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
を
破
壊
し

続
け
、
収
束
ま
で
に
は
早
く
と
も
二
～

三
年
か
ら
五
年
く
ら
い
の
期
間
を
要
す

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
環
境
下
、
広
告
業
界
も
例

外
で
は
な
く
、
急
速
な
デ
ジ
タ
ル
化
を

は
じ
め
と
す
る
通
信
技
術
の
革
新
や
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
の
多
様
性
等
々
か

ら
も
、生
起
し
て
い
る
以
上
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
既
存

ビ
ジ
ネ
ス
の
質
的
向
上
を
伴
う
高
度
化
、

更
に
は
新
た
な
事
業
領
域
の
拡
充
に
果

敢
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
を

達
成
す
る
に
は
、
何
と
し
て
も
組
織
の

改
革
を
し
、
そ
れ
ら
に
必
要
な
人
財
を

育
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
難

局
を
乗
り
越
え
、
生
き
残
っ
て
い
く
た

め
に
最
優
先
し
て
取
組
ま
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

過
去
の
歴
史
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
、

悲
観
的
且
つ
委
縮
す
る
こ
と
で
は
な

く
、
次
な
る
未
来
に
向
け
た
ビ
ジ
ネ
ス

再
生
と
成
長
戦
略
を
打
ち
立
て
、
着
実

に
実
行
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
今
を
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
到
来
と
考
え
、
こ
れ
ま

で
取
り
残
し
て
き
た
問
題
や
マ
ー
ケ
ッ

ト
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
対
策
を
適
時
適
切

に
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
広
告
事

業
は
鉄
道
事
業
と
相
ま
っ
て
こ
れ
ま
で

担
っ
て
き
た
役
割
と
責
任
を
今
後
と
も

果
せ
る
よ
う
、
更
な
る
努
力
を
続
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
当

協
会
に
結
集
す
る
各
社
の
皆
様
方
の
力

を
合
わ
せ
、
百
年
に
一
度
と
い
う
こ
の

難
局
を
乗
り
越
え
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

●会員社の代表者、他が
変更になった場合は、
ホームページ（http://j-jafra.jp）
の「各種届出書類」に
変更届がありますので、ご記入の上、
事務局宛にお送り下さい。
ご協力お願いします。


